


Chapter.1

 

 
社会の激しい風に追われる毎日…。
君に会うことも中々できない毎日…。

短い時でもいいから君の喜ぶ顔が見たかった。
そして、美しく響き渡るこの光を君に

見せたかったんだ。



Chapter.2

 

 
ひらひらと光の星が落ちてくる。
光は人を魅了する。憧れを喚起する。
それはいつの時代だって変わらない。
輝きというのは人の心を癒す象徴。

君という輝きは僕の心をも癒してくれる。



Chapter.3

 

 
光の星のように無数にいる人たちの中で
僕たちは偶然と偶然が重なり出会い
それだけでも凄いことなのに
今、一緒に歩いている。

これが奇跡っていうんじゃないのかな。



Chapter.4

 

 
包まれた光の中でとびっきりの笑顔になる君。
まるで無邪気にはしゃぐ子供のよう。



Chapter.5

 

 
この無数の星たちに願いをするなら
一つだけ叶えて欲しいことがあります。

それは…。
口では言えないから心の中でそっと、そっと願う。



Chapter.6

 

 
左胸の奥が高鳴る。
君は何を願っている？

同じことを思ってるといいな。



Chapter.7

 

 
温かい橙色(とうしょく)の星たちの向こうで
君の暖かくて優しい声が聞こえる。



Chapter.8

 

 
「約束」で未来を縁取る。

君は確かな明日を誰よりも欲しがっていた。



Chapter.9

 

 



 
「バイバイ」って言ってから

君の後ろ姿しか見えなくなる…。
だんだん小さくなっていう背中…。
振り向いてくれるかなって期待してる
笑顔で手をふってくれるかな？

少しでも多く君を見ていたいから…。
【おしまい】
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